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はじめに

1840年のアヘン戦争をメルクマールとして，

帝国主義列強による軍事的外圧にさらされた中

国は，徐々に近代化への道程を歩み始める O そ

れは，曾国藩や李鴻章などによって進められた

「洋務運動J<l)や，その後の康有為や梁啓超を思

想、的支柱とした「変法自強」運動ωに代表され

るO その過程において 中国を規定してきた出

来の「智J(r中学J)が変更を迫られ，近代西洋
科学に基づく「智J(r西学J)の習得が喫緊の課
題として認識され， 20世紀初頭の教育改革と学

校教育制度の確立に~I き継がれていく O その際，

!日来型の「智jによる秩序を維持しようとする

守旧派から，パラダイム転換を促す新しい[智」

による体制改革を進めょっとする改革派までの

間で，濃淡の差はあるものの様々な言論が交わ

された。

本稿では，以上のような中国近代化の過程に

おいて， r智Jをめぐる認識の変容とその習得と
普及に対して，当時ーの官僚や知識人がどのよう

な思想的背景のもとで，いかなる政策を進めよ

うとしたのかを考察する O とりわけ，当時盛ん

に論じられた「関民智(民智を開く )Jという

説の分析を通して，啓蒙と教育をめぐる検討を

行う O

「関民智Jの思想、について，正面から検討した
先行研究として銭鴎ぺ李孝i弟ぺ王雷(5)の研究

がある O 銭鴎は， r i青末の教育振興の議論は，
『興学tr関民智j及び『愛国』という課題が提
起された。つまり“学'¥“智ぺ“居"の三文字

こそ， 1895年以来の新教育の総体的な思考-

筑波大学人間系
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“学"によって“智"を開き，“智"によって

“国"を興す を代表していたJ(6)と指摘し， r智J
の意味を検討している O そして，康有為，梁啓

超，羅振玉らの言説から， 1-智Jは国家の実手IJに

従属した「智jであり， r梁啓起に代表される啓
蒙主義者は， r智jそのものの探求よりも， r氏j
を啓蒙し， r民jを変えることに重点を置いてき
たがゆえに，統治者および知識人自身のj啓蒙が

問題視されず，変革の理論と思想もその批判理

性の欠如によって十分深められなかったJとい

う[九その後の中国において，辛亥革命による

中華民国という国体の変吏が根本i切な政体の変

更を伴わず，表i正凱による帝政復古の試みや軍

閥の割拠により統治機構の弱体を招いたことを

鑑みれば，これは重要な指擁といえる O それ故

に， rいわゆる『智Jとは，基本的に個人の人格
的成熟や人間に内在する精神的な覚醒とは無関

係であり，“勧学"と“輿学"の鍵は，国家がす

でに，必要となる“大黒柱"の人材だけでなく，

“普通"の人材もまた必要とされてきた時代にあ

るO 教育は，“民"をj童家の有用な“材"に作り

上げるものとなったjと分析する (8)O しかし，

植民地化による中国分断の危機に直面し，封建

的王朝体制から近代国民国家の形成が要請され

た当時の状況下で 銭が評価する王国維の「自

己の批判理性Jをくぐらせた「智Jとは，いっ
たい如何なる内実を持ち得るのだろうか。また

本稿の課題に即していえば 「智Jの絶対的な価

値規範であった「中学Jへの吉信が， r西学Jに
よって揺らいだ点にこそ， r智Jを受容する主体
に対する「啓蒙Jの意義があり， r智Jを自らの
ものとして獲得する主体が立ち上がってきた契

機に「教育jの意義が見いだされる O それを象



徴的に表現したのが「関民智jであったと考え

られる O 次に，李孝'1弟は日清戦争を契機とした

啓蒙運動との関係から日開民智jの論調は，

つの一般的な思想、啓蒙運動の背景から出現した

ものであり， 1895年以降，新式の新開，学堂と

学会が大量に出現するにつれて，知識階層の啓

蒙運動はすでに理論の段階から実際の行動に移

っていったjと指摘する(九そして，啓蒙しよ

うとした「智jとその手法について考察を加え，

「それぞれの啓蒙施策の呼びかけや推進は，往々

にして民間社会の紳士，知識人，世論，商人，

教師，僧侶，婦女あるいはいわゆる志士が端緒

を開き，さらに政府の力をもって制度化，組織

化され，効果も拡大し強屈になった。だから私

たちは，こう指摘できる O それぞれの啓蒙活動

の初期では，社会と民間による自発的な努力が

主な推進力であったJ(0)とする O とりわけ，下

層社会における啓蒙活動に焦点化し，その活動

によって「社会の表情がすべて新たに形づくら

れ，家I床無矢IJな r!君、夫愚婦jに光明を照らし，
智慧を大いに1'1司くJことが目指されたと析出し
ている O こうした動きは 清末以降に教育施策

として実施された通俗教育・社会教育とも密接

に関連している。しかし 李は「啓蒙Jとして

の意義を強調し， r智Jの獲得をめぐる「教育J
の観点については触れていない。 IB来の教育が

伝えてきた「智jのあり方が，どのように変容

していったのか。また，どのような意留をもっ

て，いかなる教育が構想されたのかなど，教育

の観点から考察する必要があるO 最後に，王雷

は社会教育を主題に rl~~民智j の意味を検討し

ている O 王は， r先人がいかにして社会教育と民
族の救亡，思想、啓蒙，社会の改良，学校教育の

補充，および学校教育の拡充を一緒に結合させ

ようとしたのかJを諜題として設定する(l九そ
して rÏ7~民智J について「“関民智"の活動は中

国近代思想史と教育史上の一つの重要な思想、啓

蒙運動であJ(1)，“愚氏観"や“治民観"といっ

た「封建的“政教合一"統治の思想jに大きな

衝撃を与え， rわが国近代の教育もまた狭騒な学
校教育観と人材教育観から社会教育観と国民教

育観に向けて方向転換をしたJと， rl~~民智j の
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思想、が，当時の普遍的な観念として教育観の転

換に大きな影響を与えたことを指摘しているω。

しかし，社会教育に課された役割である[思想、

啓蒙Jr社会の改良Jr学校教育の補充Jr学校教
育の拡充」などとそれらを貫くキーワードとし

ての「関民智Jの思想、について，関連性が開わ
れていない。 清末期の中国において， r関民智」
の言説で語られている文脈と， r関Jr民Jr智J
の三諸に内在する意味内容に自を向けながら，

時代状況の中で語られた言説を精綴に分析し，

それとの関連で近代社会教育の構造的把握がな

されなければならないと考える O

u、上，先行研究からは「開民智jで語られる
「開Jr民Jr智Jの構造的把握(意味内容とその
変容)は不十分で， r教育jの論理がいかにして
思想的，制度的に構想されていったのかを改め

て検討する必要があると思われる O 以下，本稿

では近代における社会的背景を踏まえつつ， rI7号
民智jの言説を啓蒙と教育の観点から考察する。

第一章 「中学jと「西学jをめぐる近代教育の

萌芽

中国の歴代王朝では，皇帝の権威を高め専制

君主体制を強屈なものにするため， r科挙J制度
が人材の養成と選抜のシステムとして機能して

きた。それゆえに，科挙の試験科目に規定され

た漢字による書物文化が，中Eにおける「智J
のあり方を規定してきた。科挙に及第した「知

識人・教養人を，自他ともに“読書人"と呼称

してきたことは，文字文化が，知的労働と肉体

労働の社会的隔絶に いかに深く機能してきた

かjωを表すものであり，この社会的隔絶は，科

挙試験が儒教に基礎をおく三綱五常(君臣，父

子，夫婦の関係，仁義札智信)といった封建思

想、と密接に結びつくことで正当化された。胡学

亮によれば，清末の時期には，県学や書院など

の比較的規模の大きな教育機関だけでなく，全

思各地に無数の「啓蒙私塾Jが存在し，科挙の

予備試験に関する初歩的な教育の普及に役割を

果たしていたことが指摘されている (ω。そこで

は， 5才から 8才の子どもに対し， r三字経j
「百家姓Jr千字文Jなどの識字教材から「図書



五経Jなどを教授した。また作文の授業として

「対句jの訓練がなされる o I対句の練習を重ね

てから，科挙試験の定型作文や詩歌を作り始め，

科挙の予備試験に関連する主要な科目の勉学に

進むjという(ゆ。しかし，こうした私塾にさえ

就学しない，文字文化から疎外された大多数の

一般民衆は， I読書人Jなどと称された一部の知

識人によって，非識字のまま放霞され，絶えず

被支配の対象であり続けた。

帝国主義列強諸留による中国での勢力盤争い

が激化するに伴い， I菌学Jに対する認識にも変
化が生まれてくる O その端緒は1862年の同文館

の開設である O 書院を頂点とする従来の教育機

関が，四書五経や八段文といった伝統的な教育

内容の習得による，科挙の及第と官途への立身

出世という呂的に規定されていたのとは異なり，

開文館は，列強諸毘との外交交渉を担う専門家

を養成するための語学学校であり，初めての近

代自的守な学校の創設と考えることができる (ω1凶ω6ω)

これら「洋務運動jにおける学校設立の?背寺景

には，アヘン戦争以来の外圧に対する脅威とそ

の抵抗からくるヨーロッパ近代への着目があり，

近代科学技術による富国強兵への視点と同時に，

その「洋務jを担う人材養成という視点が重要

視されていた。{馬桂芥が「いま，西学を採り入

れようとするならば，広東，上海に，それぞれ

翻訳公所を設け，近在の十五才以下の聡明な文

童を選び，給費を倍にし，寄宿舎に住まわせて

学習させ，西洋人を招勝して諸国の語言文字を

学ばせ，また毘内の高名の師を招轄して，経学，

史学などを学ばせ さらに合せて算学を学習さ

せるべきであるJ(17)と提言するように，まずは

言語の習得と外国人教習による「西学Jの受容
が必要であった。しかし同時に， I経学，史学J
といった中国伝統のカリキュラム(中学)も軽

視されておらず，新しい「西学jの必要性を認

識しながらも，その根幹には「中学Jが位置付
いていた。鄭観応は「学校は人材を造る場であ

り，天下を治める大本であるJといい， ドイツ

の学校制度をモデルに， I初学 (7---15歳)J ， 

「中学(15---21歳)J， I上学 (21---26歳)Jからな
る一連の学校体系導入の必要性を説く O そして

「だいたいヨーロッパ各国の人材を教育する道

は，三つある O 学校，新間報館，書籍館がそれ

であるJと，学校だけでなく新聞などの情報媒
体や図書館の教育機能にも言及していたω。王

翰は変法自強のために学校を改革することを主

張し， I学校:書院を設けて，警生に日夜そこで学

習させれば，必ず学を立て芸を身につけた後に

社会に出すことができる」と「文学jと「芸学J
を教える学校の設立を提言している oI文学Jと
は経学，史学，典故，詞章であり， I芸学」とは

地図，物理，天文算学，法令だという{ヘ張之

洞も f勧学篇jのなかで「天下に広く学堂を設
置しないわけにはいかず，各省、，道， )苛，ナi、1，

県にはすべて学堂があるべきである O 京nm，省

城には大学堂，道府には中学堂，州県には小学

堂を設霞すべきであり 中小学は大学堂へ選ん

で進学する備えとするjと学堂の設置を訴え，

IrlZTI書1r五経l'字国の史事，政審， :1也i習をIE!
学とし，西洋の政治，芸術，歴史は新学であるO

!日学は体であり，新学は用であり，どちらかに

偏らせず」と四書五経やi宇宙の歴史・地珪!など

「中学Jである!日学を重視しつつ，西洋の技術や

政治・芸術，物理，歴史などの「西学Jを新学
として実用に供することを提言した刷。

これら一連の洋務運動において設寵された新

式学堂や，その設置を促す提言に共通してみら

れる発想、は，科挙制度に基づく伝統的な学問体

系である「中学Jの習得による文化的優越性が

温存されたままで 一部の専門的人材の養成と

いう限定された役割としての学校観が示されて

いたことであった。当時の認識において，人々

の生き方を規定する「智jとは中学，つまり中

国伝統の学問であり科挙試験に及第するための

知識であり，ヨーロッパ世界から伝えられる近

代科学知識は，産面する課題に対処するための

間に合わせの手段で、しかなかった。「中学を体と

為し，西学を用と為すJ(張之潤)， I中学はその
本なり，西学はその末なりJ(鄭観応)など，い

わゆる「中体活用jという表現に象徴されてい

るように，当時の中国においては「菌学J，つま
り西洋の学問は，用を足す道具として認識され，

「中学jという「智jは，その内容が長い歴史や
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伝統のなかで規定されてきた所与のものとして

措定され，現実社会との関わりにおける価値の

一切を関われることもなく，一部の読書人，知

識エリートに独占され，その特権性が温存され

たままであった。それ故に 新式学堂の設立に

もかかわらず科挙制度を利用した[倣官J(官僚

になること)が，立身出世の~皆梯として，その

求心力を失うことはなかった。「当時読書人階級

は官吏登用とは無関係な新式学堂や近代的学問

には全く関心を示さず 新式学堂が優秀な人材

を集めることは実際上不可能」だったのであり，

「三O余年にわたり洋務派官僚によっておこなわ
れた新式教育導入の試みは，けっきょく中国教

育全体としての改革になんら貢献するところな

く失敗に終わらざるをえなJかったとの指摘も
あるω。しかし「洋務運動Jにおける西学の啓
蒙は，国く成形した入れモノとしての「中体j

が，その中に入れた「西学jによって変容を促

され，そのことが，後の教育改革を準備した側

面を見逃しではならないだろう。張之洞や鄭観

応、は， I日体制の歴史的伝統に規定されながらも，

日本や西洋各国で見られる義務教育への発想に

通じる近代学校制度を導入し，近代教育による

国家形成への強い関心もJJ壬給していたのである O

「中体活用Jは両立するものではなく， r西学J
の受容は「中学jに内在する価値観の変容をせ

まるものとならざるを得ず，そのことが，毘家

富強への対外的対抗手段としての課題と相候っ

て，学校制度を整備して， r西学Jによる「教育
普及jへと変容し，それを現実化しようとすれ

ばするほど，必然、的に rl千l学Jに根拠づけられ
た「中体jは，その基盤が脆弱化していかざる

を得ないのである o r中体西用J論には f西学J
を受容して「西用jを指向すれば，ますます

「中体jが揺らいでいくという矛盾を内蔵してい

た(幻}。

第二章 「戊成変法」における教育改革と「関民

智jの思想

1898年，光緒子青が「国是を定める詔jを発布

し「戊成変法Jが始まる O 康有為や梁啓超ら変

法維新を志向する人々が，皇帝を動かし，中国
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の統治体制の変更を企図した運動であった。結

果として，変法の試みは失敗に終わったが，そ

の後に続く光緒新政期の各種政治改革，および

辛亥革命を経て中華民国建国へと連なる国家体

制の制度的・思想的変革の端緒となった。とく

に教育に関して注目するならば， r戊j支変法Jで
提唱された京都大学堂(北京大学の前身)が設

置され，近代学校教育体系の頂点として位置づ

けられただけでなく そこに中央教育行政機関

の役割も兼務されたことが挙げ、られる O このこ

とは，従来の科挙制度に規定された教育とは異

なる別系統の，近代教育i!J!J度の構築を準備する

ものであった。また実現されなかったとはいえ，

科挙の改革(八股文の廃止)，近代的な大学や小

中学校，各撞専門学校の設立と普及(学堂の設

置)なども計画されており「はじめて清朝政府

自身の手で教育近代化の構想、が明らかにされた

わけで，中顕教育史上画期的な意義を有するも

のであったjとも評されている(制。

変法派は，憲法制定による清朝の立憲君主国

への ~I体変更と，王朝支配を支える官僚制の根

幹を為す科挙制度を抜本的に変革しようとする

「変法維新jの運動を進めた。梁啓超は「変法の

根本は人材の育成にある O 人材を興すのは学校

の開設にある O 学校の設立は科挙を改変するこ

とにある O これらを大成する一切の要は，官制

を変えることにあるJという例。「人材の育成j

「学校の設立Jr科挙の改変jは， r変法jという
出来の価値観に基づく組織や体系，思考の方法

を変えて，新しい価値に基づく国家のあり方，

つまり立憲制富家を実現する一連の道筋であり，

「戊戊変法Jはその一つの帰結として実行された

運動であった。そして，改革を支える代表的な

思想として語られた言説の一つが， r関民智jと
いう言葉で表現された思想であった。

管見の眼りで， r関民智Jを特別の意味におい
て使用し始めたのは 厳復だと思われる O 厳復

は，洋務運動で設立された福ナトi船政学堂(海軍

兵学校)の第一期生として学び¥1877年イギリ

ス留学に派遣される問。他の知識人とは異なり，

科挙制度を経由せず，新しい教育機関である新

式学堂で学び，しかも翻訳ではなく藍接原語に



よって洋書に触れることができた人物であった。

そして留学で学んだ経験から， T. H.ハックス

レ-r進化と倫珪リ (Evolutionand Ethics)を
級訳し，中国の学術界に大きな反響をもたらし

た制。この『天演論jと題した本で， r物競j
(生存競争)と「天択J(自然、淘汰)による「天

演J(自然の進化)を説き，弱肉強食，適者生存
の出:界にあって， r自強J(27)を密らなければ「亡
国減種」になると警鐘を鳴らした(お)。また，自

強策の根本としてH.スペンサーを援用して「人

が生き残りを図ろうとすれば，必ずその才力心

思を用いて，その生を妨げようとするものと戦

うO 敗者は日々退き，勝者は日々盛んになる O

勝者とは他でもなく，ただ智徳力三者がどれも

大きいのである」と， r物競Jの世界にあって
「智徳力J(智徳体)が決定的な要素であること

を指摘する ω。また~Uの論文では「民力を鼓す，

民智を開く，民徳、を新たにする」の三原則を提

示する (3ヘ「だいたい民衆の生存には大きく三

つの強が必要であり 強弱存亡はこれが重視さ

れる O 一つに血気体力が盛ん(強)なこと，二

つに聡明で知慮の深い(強)こと，三つに徳行

仁義に厚い(強)こと O こうして西洋化を言っ

て国家を治めようとすれば，民力，民智，民徳

の三者で民族の高低を断じないことはない。未

だ三者が備わっていなければ民衆の生活は優れ

ず，また三者が備わらなければ由威も奮わない」

(カッコ内は引用者)と国威発揚の基礎に，個人

の「民力，畏智，民徳、jを「強jくすることが

必要だという(刊。シュウォルツは「彼の提言の

大部分は 4貫して f人民の肉体的，知的，道徳

的な力を増進するものjという項目にまとめら

れるようなものjだとしながら， rもっとも活気
のある反応を惹き起こしたのは，なによりも

『知Jの範時であったJと，とくに「民智Jを開
くことへの関心の高さを指摘している問。この

民智・民徳、・民力は，その後，智育・徳育・体

育と読み替えられている問。この「民智jとい

う言葉は，スペンサーの説く社会有機体説を包

摂した原理であった (34)。

こうした『天演論jをはじめとする厳復の著

作から，康有為や梁啓超らも大きく影響を受け

r-
-;)一一

た(3九上述のように，梁啓超は変j去を通じて立

憲君主fiJljの国家を目指し 何よりも科挙を廃止

し，学校を興し，教育を普及させ「民智を I~J く J

ことで人材を育成することが重要課題だと訴え

るO とくに新しい佃i飽観である「民智jとは，

f西学Jに基礎づけられた学問体系であり，まず
は学校で「菌学Jを学ばせることに先立って，
「西書Jの翻訳によって[西学Jを普及させるこ
とが必要だと考えた。その方法が学会の提唱で、

あった。

「変法維新jの運動が広汎な支持を得た:妥協に

は，学会の活動が大きく影響していたことを挙

げることができる o 1895年8月，康有為や梁啓

超らがI:IJ心となって北京で組織した「強学会」

を11詫矢として，全国各地に「強学会J(rl=!=1外紀

lif]J) r上海:強学会J(rll寺務報J)など学会が設立
され，機関報の発行を通じて，変法への気逆を

醸成していった。梁啓起が「今， f:jコ I~I を振興さ

せようとするなら人材を広めることであり，人

材を広めるには学会を興すことにあるJ川と主
張するように，学会の結成とその活動は，人材

の育成と，そのネットワークの構築を企関して

いた。新式学堂の学生，知識人，官僚らが，各

種の学問分ffについて研究を重ね，立いに論争

し合うことを通して専門知識を醸成し，また，

そこでの議論や見解を表明するために，各種の

会報や新開を発行していったのである or道は群
に勝るものはなしE。独ほど善ならざるものもな

い。独ゆえに塞がれ，塞ぐゆえに患となり，患

ゆえに弱い。群ゆえに通じ 通じるゆえに智と

なり，智ゆえに強いJ(37)と「群」が汀虫jより

も「智jであり「強jであるということの意義

を訴える背景には，学会を一つの「群J(社会)

と捉え，その進化と発展を図る社会有機体説に

基づく社会進化の発想が含意されていた。こう

した自由な討論の風土と意見表明の機会が，全

国的な世論の形成に大きな影響を与え，議会開

設や憲法の制定など 立憲君主国を自指す清王

朝の変革が盛んに議論された。また，民権の保

障が国家富強の鍵であるとも認識しており， r権
は智から生じる O 一分の智があれば一分の権を

有し，六七分の智があれば六七分の権を有す。



だから十分な智があれば十分な権を有すること

ができるjと，民権の前提として「智jを捉え，

f昔は民権を抑制しようとすれば，必ず民智を閉

塞させることが第一義であった。今日民権を伸

張させたければ，必ず民智を広めることが第一

義であるjと，民智を開くことが民権を伸張さ

せることにつながるとも主張した倒。ドイツの

穆州湾占領に際し，湖南省の自立を主張する論

説でも f大局の患いは焦膚の急である O 湖南の
自立自存を望まないならば，それまでである O

もし望むのであれば，必ず60余の州、i県の風気を

同時に開き，民智を同時に啓き，人才を同時に

成さなければならないj側のであり，そのため

には， rーに朝廷は科挙を大きく変じ，ーに州、i県
は遍く学堂を設ける O この二者を行えば，たち

まち全てが変わるだろうj帥)という D さらに「ー

に民智を開く，二に車[1l智を開く，三に宮智を開

くO 思うにこの三者こそが，全ての根本であるJ
(41)と，地方の有力者や宮僚の意識変革にも言及

している O つまり，科挙制度を否定し， r西学J
を基礎にした新たな「智jの創造へと転換する

ことが目指されたのである O そして，新たな価

値を見出された「智jは，一部の特権として独

占されるものではなく，支配階層の意識改革と

何時に，一般の民衆に対して広く関かれる必要

が認識され，その価値を個々人の日常生活から

生き方に至るまで内在化することで，自立-自

律した国民(人才)として変革されることが求

められた。新開などの情報媒体と学会など団体

の組織化による諸活動は，広汎な社会に向けて

の実践を通じて，各自の思想、を広く啓蒙するこ

とにつながり， r関民智jの思想、を敷桁した実践
であったといえよう O こうした実践に内在する

教育の原理として， r世界の運行は，混乱から平
定に進み，勝敗を決する源は，力から智に向か

うO だから今日，自強をいうならば，民智を開

くことが第一義であるO 智はどうして関かれる

のか。学によって関かれる O 学はどうして立つ

のか。教によって立つJ(42)と， r智jを開くため
の「学jびを導くことに「教jの意義を捉えて

いた。「智jが関かれるべき対象としての「民j

については， r人は少から壮に，愚から智になら
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ない者はない。壮年者は子どもの積み重ねで，

知識人らは愚者の積み重ねであるjから， r少」
と「愚Jに対して「小学に教え，愚氏に教える
ことが，実に今日中国を救う第一義であるjと

指摘する附。「愚民に教えるJ具体的な方法と
して「中屈が弱いのは民が患だからである O 万

国の書を読まず，万国のことを知らない。その

弊害を救おうとするには，二つの方法がある O

一つは学校を開設して西文を習わせ，二つに西

書を翻訳して漢字にすることである O 二者はど

ちらに偏ってもいけない。しかしながら学校は

わずかに子どもを教えることができるだけで，

年長の者の多くは就学が困難である O 子どもの

知能は未だ啓かれておらず，学力はなお浅いの

で，物事の理に通達し学習する力は，また常に

年長者には及ばない。さらに現在の国論を支持

する者は年長者であって，子どもではない。だ

から改革を実行したければ，必ず天下の壮年で、

士気が遠大な人々が多くの西書を読み，西学に

通じた後に可能となるO だから書物の翻訳こそ

が実に改革の第一の急務であるjという例。つ

まり，子どもを対象とする学校だけでなく，年

長者に対する教育の意義を重視し，そのための

方法として， r西書jの翻訳によって「西学Jを
多くの年長者に広める事が先決事項だと考えて

いた。

その他にも，民族資本家として実業教育に強

い関心を抱いていた張審は「実業教育，富強の

大本である O 教育は民智を開く所以である O 今

日を気に懸けるならば，どうしてただ民智だけ

を関かないでいられょうかJ(.15)といい， r安居し
て災いを忘れ， しばらくは安心だと思いこむの

は，民智が関かれず公理が明らかでないからで

はないか。民智を開き 公理を明らかにするの

に，教育を捨てていったい何に任せるのかJ(46) 
と， r民智Jと「公理J(物事-の道理)を導く役
割を教育に求め，中国を取り巻く様々な災いを

直視し，国家富強を図るべきことを指擁してい

るO 張之洞は「白強は力により生じ，力は智に

より生じ，智は学より生じるJとの考えを示し
ている“九そして近代学校の創設を提言しつつ

「智を以て救亡し，学を以て益智するjのであり



11翠に智があれば，勢力が弱くても，敵留はその
国を滅ぼすことはできない。民に智があれば，

国が危うくても，敵はその穫を損なうことはで

きない。インドはイギリスに従属し，コーカン

ド・ハン国はロシアに従属し，アフリカはイギ

リス，フランス， ドイツに分断され従属してい

るO これは全て愚によって滅んだのである O ア

メリカはかつてイギリスに従属していたが，智

によって自立したjと， 1智Jは国家存亡をかけ
た「自強jの鍵であると説いた倒。

このように，当時の知識人によって語られて

いた「智jとは，近代国家を成立させる土台で

あり，社会を構成する原理原則であり，だから

こそ，一部の人々による独占物ではなく，人間

の生き方あるいは生活に必須の知識として，広

く「民Jに「関Jかれることが求められるよう
な，必須の知識であった。後に，新文化運動を

担って文学革命を指導した拐適は，当時の梁啓

超を回顧して「最大の貢献は，わが国の民族に

は西洋民族のかずかずの美徳が欠けていること

を指摘した点にある O …彼は私どもに最も欠乏

していて，また最も補給する必要のあるものは，

公徳であり，富家思想、であり，進取冒険であり，

権利思想、であり，自由であり，自治であり，進

歩であり，自尊であり，団体生活であり，利用

厚生の能力であり，精神力であり，義務思想で

あり，尚武であり，個人道徳であり，政治能力

であることを指摘したJと回想している闘。こ
こには，民衆に関かれることが期待された「智J
が表現されている O 李孝悌は， Ir関民智jの論
調は，一つの一般的な思想、啓蒙運動の背景下で、

出現したJ思想改革への「普遍的な理解認識J
であったと指摘している (50)。

科挙制度の撤廃と問時に，それに代わる近代

教育行政の構築と学校体系の確立への要請が導

かれ，国民皆学の理念のもと，義務教育制度が

構想、されていく O それだけでなく，年長者に対

する教育についても言及されていた。近代思家

建設において， 1智jのあり方が画一的な価値観
によって構成されるのではなく，多様な価値観

を内包した形で，人々の生活や生き方と密接に

関わる不可欠なものとして認識されていたと考

えられる O

第三輩社会教膏・通俗教育と「教育普及j

康有為が日清戦争後に編纂した f日本書目誌j

(1897年)の中に，初めて「社会教育jの用語

が見いだされる O これは，康有為が買い集めた

B本の書籍を，分野ごとに整理して編纂した呂

録である O 明治維新後わずか30年足らずで強国

となった百本から，その知識を得ることを主張

し，そのためにまずは日本書を翻訳し広く普及

させようとこの呂録を作成したのである O ただ

し，日本を範にして学ぼうという姿勢ではなく，

単に漢字を同じくする利便性から，日本の喜:物

を利用して西洋の近代科学知識を得ょうとする

発想、であった。その自序で「日本はこれに追随

し学んで欧米にすぐに追いついた。だから維新

より今まで三十年で技術を治め，すでに達成し

たJと， 1西学」の受容による明治維新の成功に
着目しながらも「日本の文字は我々の文字と似

ているO …欧米諸学の警とその精髄は，日本人

がすでに大方これを訳している。我々はその出

来上がりを用いればよし=。これは欧米が牛で，

日本は農夫，我々は座ってこれを食べればよい

のであるJという則。本書には「教育門」とし
て独立した項自が立てられ，約740illl-に上る

物を紹介している O そのうち「教育学書」の項

にはUJ名次郎『社会教育学j(叩， )奄地保 rjm俗
教育論j附，渋江保『通俗教育演説 (54) r通俗
教育全書』の書名がある倒。このことは，当時

において，日本で刊行されたのとほぼ同時期に

中国へも伝えられていたことを示唆している O

康有為は「欧米の強について我々中国人は，皆

その船舶機械が精巧で，軍兵が鍛錬されている

ことを言うが，その学校教育の詳細は知らないJ

と欧米列強国の表面的な現象ではなく，それら

の発展をもたらす基礎としての教育制度，いわ

ば学校での人材養成機能を指摘して， 1日本人の

変法はまず学校を変え，欧米教育の書，学校の

法律を尽く翻訳したJと富屈強兵における欧米
教育思想、の研究と学校設置の重要性を主張し

た(側56紛6ω)

その後「社会教育Jの用語は，雑誌 f教育世
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界jの中で頻繁に使用されるようになる or教育
世界jは， 1901年から1908年まで湖広総督張之

?r可，同江総督劉坤ーによる財政援助のもと羅振

玉，王国維が中心となって発刊した中国で最初

の教育専門雑誌である O 編集には藤田豊八や辻

武雄も協力していたことから，内容の大半は百

本の書籍や雑誌論文の翻訳であった。その第三

十一号 (1902年8月)には佐藤善次郎 f最近社
会教育法jの翻訳が掲載されている (57)幻叩7η)

{佐ろ左:藤善次部は「今や学校教育は大に?村社j土:会の改

良教化を待たさざ♂るべ治か、らさぎ♂るを支知知i口]るに歪れりj

側と学校教育の普及に従つて「社会の改良教イ化ヒj

が必必、要になつてきたと指摘する O この「社会の

改良教化Jこそが佐藤の社会教育論の主眼であ

った。そして「個人は社会てふ一種の有機体の
o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

一部分なり個人は決して社会を離れて存在すべ
000  

からずず、J(傍j点主j原京文) と社会有機体説に基づづ、き，

「人類が生存競争争-の為めに右社:会を結びJr此担社:会
は有機体の女如如i日jバく能く発j達宝し能く進イ化ヒするものな

りJと干村社j土i上:会進化論に{依衣拠した社会観をj述主べる(側5印紛9ω)

さらに「教脊育-の呂的を達せんとするには二面の

教育;機機関!関謁をJ具異へさざ寸るべカか、らずーは学校教育機関

(或は国家教育機関)にしてーは社会教育なりJf倒

と，学校教育と並立させて社会教育を捉える O
o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

つまり「予が社会教育と謂ふは学校教育に対す
o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 C 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
る名称、にして社会其物を教育し智識道徳を高め
000000000  

んと云ふにあるなりJ(傍点原文)(61)と，正規の

組織化された「学校教育に対するj概念として

「社会の智徳を増進すべき機関J(62)と定義した。

この rt土会教育jによって「改良教化jすべき
「社会Jについて，佐藤は「世の劇変に伴ひて労
働者の職業を失ひて路傍に苦しむあり罪悪人出

獄人の風儀を撹乱するあり上中流社会の腐敗せ

るあり学生の堕落して世を害するあり往事の厳

格なる家庭のi1JiJ漸く地に墜ち父子兄弟の間猶法

廷に争ひ政党の争盛にして犯官抗上の弊風漸く

行はれ新聞雑誌の類は或はi止に娼び俗に阿り社

会裏面の醜態を発きて害毒を社会に流すが如き

ありjという認識を示していた(的。だからこそ，

「適当なる措置を施し社会の智識を高め開明を増

進し徳性極養品性陶冶の基礎を輩屈にせざるべ
o 0 0 0 0 0 0 0 0 000  0 0 0 0 0 

からず況んや我国社会問題漸く煩はしからん」
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(傍点原文)(臼}と，社会問題への対応策としての

「社会教育Jの提起であった。
P.ベイリーは，佐藤の翻訳の意義について

「この記事は，従属した結びつきとしての留家や

伝統的統治者の両方から分離し独立した加の実

体として，日本から導入された f社会jという

観念を中国に紹介したという意味で重要であ

るJ<仰と指摘している O そして「社会jにおけ

る「上流Jr中流Jr下流jという階級概念に着
自し，階級間とくに統治者(官僚や資本家)と

労働者の矛盾が「道徳の低下，犯罪率の上昇，

工場ストライキや家族制度の崩壊jをもたらし

たとする呂本の危機感が 中患に大きな影響を

与えたという刷。産業構造の転換や政治的統治

機構の変化などによる社会階層の分化が，都市

部を中心に見られるようになってきた臼本と同

様に，中華民国以降の中国においても貧民に対

する教育的救済や子とともに対する社会的影響の

懸念，社会不安の解消としての f社会教育jの

役割などが提起されていく O しかし，こうした

ベイリーの主張，つまり日本のi直面している社

会問題の深刻さが，清末期の中毘で切実な問題

として認識されたとする理解は妥当ではない。

また，翻訳による「社会教育J概念の導入を過
大に評価する点についても再考を要する (6九清

末の中国は，未だ日本のように工業化-都市化

は進行しておらず，社会問題とは即ち，封建的

王朝体制下での植民地化の危機にもかかわらず，

!日態依然の支配層と無知な民衆であったO また

翻訳以外で「社会教育Jについて議論されるの
は，むしろ1912年中華民国の教育部に「社会教

育司jが設置されてからである o 1905年に設置

された教育行政を管轄する「学部jには，所管

事項に「通俗教育jが盛り込まれ，清末期にお

いては一貫して「通俗教育jが公式に使用され

ている O つまり社会問題への対応や社会の改良

を意図した「社会教育jという着想、よりも，む

しろ「通俗教育」に含意された，学校による

「教育普及jの促進(勧学・輿学)が最大の課題

として認識され，開明的な知識人らによる「西

学jの受容と一般民衆の啓蒙が主要な関心事で

あった。



そのため，民衆に対する教育の必要性という

文脈から，例えば1896年に李端奈は「好学の土

は，半ば貧農に属し，苦しく書籍購入の力もな

く，借りることも難しい。見開が狭く見識も浅

いまま成就することもなく躍している人は数え

切れない。(I判i各一引用者)京師より十八行省会

に及んですべて大書楼を設け，殿板(朝廷が紫

禁城内で編集した書物-引用者)や官書局編集

の書籍，同文館，市IJ造局翻訳の西書に至るまで，

を各省に送り実施するJ(68)と上奏し，羅振

王も「教育の普及を謀るには自ずから由民の見

開を広げさせることからはじめ，国民の見開を

広げるには111]ち，図書館博物館を先務とする O

京締に大図書館と博物館を各一所，各省会，各

ナI'I!果もまた同じくするJ(酬と提案するように，図

書館や博物館の教育的作用が着目され，その設

置要求の高まりに伴い全盟各地で開設されたこ

とが挙げられる O キリスト教宣教師や商人など

の外国人らにより，多数の図書館(蔵書楼)・博

物館が開設されたほか， 1901年には院省蔵書楼

(安徽)， 1903年古越蔵書楼(断江)， 1904:4三湖

南図書館兼教育博物館，湖北省図書館，福建図

書館， 1905年南通博物苑などが創設されているO

さらに白話報(iO)や演説を通して一般民衆への教

育も盛んに行われていた。姿憧芳は，自話報に

ついて[そろって白話から成っており，人々は

わずかも思考を費やすことなく，読めばすぐに

吉今の事跡を知ることができ，また各屈のあら

ゆる具体的情況を知ることができ，さらに現在

の世界情勢も知ることができる O だから学問を

する人も商人も，田舎の農民も，女性，子ども

に関わらずこの白話報は皆見ないわけにはいか

ないJ(i1)と効用を述べ，秋瑳は「私はなぜ演説

が世界において大きな関係があるというのか。

なぜなら人の智識を開花させ，人の心を感動さ

せるのは演説でなければできないからである O

私は常々人がこう話しているのを開く O 今どう

して新聞がないのだろうか，新開があるのなら，

どうして民智が関かれないのか，何のために演

説が必要なのか，と O しかしこの考えは間違っ

ている O …演説には種々の利益がある O 第一の

長所は，どんな場所でもいつでも演説ができる O

第二の長所は，お金がし、らなし'0聴衆は必ず多

くなる。第三の長所は 人々は開けば理解でき

るO ゴ1=識字の婦女や子どもといえども開くこと

ができる O 第四の長所は ただ銭舌であればよ

く，また大勢の人をilijJ1えして何のお金も寄付す

る必要がない。第五の長所は，天下の事情をす

べて理解できるJと演説の重要性を指摘し，演

説を研究するための演説ii)f究会を組織してい

る問。こうした背景には El本で学校教育の普

及が進んだ状況とは異な!]，学校の普及が停滞

していたことで，その前提としての[通裕教育j

に注力せざるを得なかったのである O
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このように，民衆に知識を普及するために白

話報や演説などによる宣講を行い，他方で、約j学

により学齢児童の就学を勧めるなど，教育普及

のための様々な取り組みが行われ，通俗教育が

政策として位置付いていたのである O

おわりに

中国では，封建的絶対君主lIilJに基づく統治機

構により価値づけられた学IUj体系を，一部の特

権階層が独，~ïすることで !日来の社会体iljlJをjJ4

存し権威づけていく役割を来たしてきた。しか

し，自立した国民国家の建設を進める過税にお

いて， 1日来の学IllJ体系そのものが!?Jい、註され，

19ejl Jの根本的変更を迫るだけでなく，民衆を啓
蒙し，教育することが要求されるようになった。

なぜなら，立憲寄りによる近代田氏宿家の形成は，

国民における共通の文化的価値規範や言語の統

ーが必要で、あり，その同化の過程において国家

に対する強い帰属意識を愚民に共有させる必要

があるからである O 向時にそれは，一人ひとり

の主体を確立することでもあり，自立した個の

確立が求められる O こうした国民養成という使

命を担って，人々の生活あるいは意識そのもの

に働きかけ，生き方の変革を追っていくような

「智Jが，学校という教育機関を利用し国民皆学
の思想、とともに制度化されることが要請されて

くるのである O そのため 近代化における後発

国家である中留においては 教育とは即ち学校

教育制度の構築とその普及が最大の課題として

認識された。ダーウィニズムによる社会進化の



影響を多分に受けつつ，強い「偲jの確立とそ

の有機的結合である「社会jの進化を遂げるた

めの方法が学校を通じた「関民智Jの要求とし

て知識人たちに共有されていった。

しかしながら，学校は一部の学齢期にある子

どもを主たる対象としており，学校の普及が停

滞した中国では，子どもたちの親であり，それ

まで学問から疎外されてきた圧倒的多数の民衆

こそが， I日習を頑なに守り新しい時代の変化に

対応できず，頑迷包植な近代化への最大の阻害

要因として教育されなければならなかった。だ

からこそ，学校以外における教育が着呂され

「開民智Jで示された対象としての「民jとは，

こうした文字文化から疎外されてきた一般大衆

であり，彼ら/彼女らに対して「智Jを開く方
法が{通俗教育jであり，学校教育に相対して

出てくる教育要求としての f社会教育」への着

白であったO

注

( 1) 19世紀後半期に一部有力官僚が推進した近代

化運動。 洋務とは，本来，“西洋との折衝に関わ

る事務"の意だが，ここでは西洋の技術・学問

の摂取を意味する。(天克慧・石原享一・朱建

栄・辻康吾・菱自雅11青・村田雄二郎編 f岩波現

代中国事典j岩波書j苫， 1999年， p. 1244) 

(2 )“法"とは法律に限らずffJiJ度全般を指す。日

清戦争敗戦後の危機感を背景に改革(“変法自強"

と呼ぶ)運動を展開。なお「戊成変法jとは，

光緒帝が， 1898年6月日日に「明定国是jの詔

勅を下し，以後100日余りにわたり，康有為らの

提案に基づき，政治，経済，文教，軍事各方面

での大胆な制度改革を断行したこと o (向上， p. 

1151) 

( 3 )銭鴎[事・智・人的理念一試論王闇維輿晩清

輿皐育才的思想契機-j，同志社大学言語文化学

会 f言語文化j第12巻第1号， 2009年8月， pp. 

85-1090 

(4 )李孝悌 ri青末的下層社曾啓蒙運動』中央研究
院近代史研究所， 1992年。

(5 )王雷 f中国近代社会教育史j人民教育出版社，

2003年。

( 6 )前掲，銭鴎， p.870 

(7 )向上， p.108。

( 8 )向上， p.880 

(9 )前掲，李孝i弟， p.130 

(0)向上， p.2150 

(1)前掲，王雷， p.160 

(2)向上， p.1920 

(3)世界教育史研究会編 f世界教育史大系4 中

盟教育史j講談社， 1975年， p. 13。また「読書

人j(士大夫)とは科挙試験に及第するかその能

力があると認められた「宮僚および官僚予備軍

として，特殊な身分の保障される教養人Jに対

する呼称。(再， pp.20-22) 

(14)胡学亮 ri青代中国における啓蒙私塾の発達と
その性格j，r早稲田大学大学院教育学研究科紀
要別冊j第16号-2，pp. 49 -59， 2009年 3月。

ただ，こうした啓蒙私塾を含めても就学率は

10%未満であり，未就学で非識字のものは大多

数であったことが指摘できる。

(5)向上， p.54 

(16) これらは新式学堂といわれ，大きく京師i可文

館などの外国語学校，福建馬尾船政局開設船政

学堂 (1866年)，天津武備学堂(1885年)，広東

陸部学堂 (1887年)，広東水締学堂 (1887年)な

どの軍事教育学校，天津電報学堂 (1879年)，上

海機器学堂 (1867年)などの工業技術学校があ

る。(阿部洋 f中国の近代教育と明治日本j福村

出版， 1990年， pp.16-17) 

(7)筏桂芥「採西学議j，西)11真蔵編 f原典中国近

代思想、史・第二冊j岩波書庖， 1977年， p.55，60 

再録。この論文は1884年刊行の『校邪鹿抗議j

に収録されているが，その「自序Jには1861年

の日付がある O

(8)鄭観応 f盛世危言jr学校j1892年，夏東元
編 f翼j)観応集(上滞)j上海人民出版社， 1982 

年， pp. 245 -248所収。

(19) 王諮『強圏文禄外篇巻二Jr変法自強中J
1883年，環姦圭・童富勇編 f中国近代教育史資

料陸編・教育思想、j上海教育出版社， 1997年，

pp.52-54再録。

(20)張之澗 f勧学篇jr外編設学第三j1898年，
苑書義・孫華峰・李乗新主編 f張之洞全集j第
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十二冊，河北人民出版社， 1998年， p.9739-9740 

所収。

(21)前掲，阿部洋， p.180 

(22)例えば，当時の教育の変化について，幼少期

を過ごした郭沫若は「この変化が直接わたした

ちの家塾教育の方法に影響を及ぼした。むかし

は古典を棒読みするだけだったが，いまではい

くらか世界の大勢に注意しないわけにはいかな

くなった。むかしは聖賢の書のほかに学問はな

かったが，いまではいくらか科学の知識を重視

しないわけにはいかなくなったJと回想してい

るO そしてこうした知識は， I省都に高等学堂，

東文学堂，武備学堂が生まれた。長兄は東文に

入り，次兄は武備に入った。新学の書物が長兄

の手で集められ，洪水のように，成都からわた

したちの家塾に流れこんだJと新式学堂を起点

とした「西学jの拡がりについて触れている O

(和田武司訳「わたしの少年時代(一八九二一

九O九)J，作1~沫若選集 l 少年時代j 雄 j車社，

1977年， pp.49-50所収)

(23)前掲，阿部洋， pp.22-230 

(24)梁啓超「論変法不知本原之害 変法通議二J，

f時務報j第三冊， 1896年8月29日D

(25)厳復(1854-1921)は，福建省に生まれ，

1866年新しくできた洋務の新式学堂である福ナトj

船政学堂に入学。 1877~79年にイギリス留学を

経て， f天j寅論jを翻訳する。その後も A.スミ

ス f国富論J[亜丹斯密 f房、富.L1900年J，J. 

S.ミル f自由論J[穆拐~ f群己権界論J， 1903 

年J，H.スペンサ-f社会学研究J[斯賓塞爾
f群学捧言J，1903年J，モンテスキュ-f法の精

神J[孟徳斯鳩『法意J， 1909年〕などを翻訳し，

1912年には北京大学の初代校長に就任している O

(26)例えば，シュウォ jレツは「それは彼と同時代

の読書人階級を揺り動かすだけにとどまらなか

った。あらゆる回想や追憶の書が証言している

ように，それは，明けはじめた二十世紀の青年

に鳴り響くような衝撃を与えたのであるJ(B. 
1.シュウォルツ著・平野健一部訳 f中国の近代

化と知識人一厳復と西洋東京大学出版会，

1978年， pp.96-97) と言い，胡適は If天j寅論j
は出版後数年ならずして，全閣を風鹿し，とう

とう中学生の読み物にまでなったjだけーでなく，

Iこの f優勝劣敗，適者生存jの公式は，確かに

一つの頂門の一針であり 無数の人人に一種の

絶大な刺激を与えたJ(胡適著・吉川幸次郎訳
「四十自述J1931年，吉)11幸次郎 f増補・吉川幸
次郎全集第十六巻i筑摩書房， 1974年， pp.386-

387所収)と当時の反響を回想しており，胡適の

字である「適之Jは当時 f適者生存Jの「適」
から取って名付けたという。

(27)一般には富国強兵を意味する O しかし当時の

文脈においては， I民J(一人ひとりの民衆)が

日必くなることで，その有機的結合である日洋j

(社会)も社会進化論に基づき[強」くなるとい

う， I民Jを「群jへと結合させながら， IIJ8J 
から「強Jへと変化する動態を合意しての表現

だと考えられる O

(28)厳復 f天演論J189811三，王拭主編 f厳復集j

中華書局， 1986年所収。 T.H.ハックスレ-

f進化と倫理J[赫脊禦[天演論JJは189311ミにイ
ギリスで発表され， ).厳復により 1895年に制訳の

初稿が出され，完成稿が， 1898年に出版された。

(29)同一i二， pp. 1351 -13520 

(30)厳復「原強J1895年，向上， p.270 
(31) 1司J二， p.180 

(32) ~J掲， B. 1.シュウォルツ， pp. 84 -850 

(33)例えば， I教育を講じるものはそれを常に三

分する O 体育，知育，徳、育である。この三者を

並び重んじて，教育を気にかける者は，必ず11寺

勢に合うところをはっきりさせ，この重軽を為

さなければならないJ(1論教育与国家之関係j

f東方雑誌j第三年第三期 1906年4月)と教育

を体育・知育・徳育の三分法で捉えている O

(34)厳復は fすでに群によって安利となれば，員Ij

ち天演のことはまさに群する者が生存でき，群

しない者を消滅させる O 普く群する者は生存し，

善く群しない者は消滅する O 善く群するとは何

か。菩く互いに感通する者がこれであるJと

「群J(社会)が相互に I!惑通J(有機的結合)す
ることが，生存競争において必要だという o (前

掲 f天演論J， p.1347) 

(35)坂出祥仲は「梁啓超は， f天j寅論jを通じて

得た進化論的概念によって…智徳力の三要因，
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中でも智を重視する進化要因を考えたJ(坂出祥

伸 f中国近代の思想、と科学j同期舎， 1983年，

p. 280) と?天演論jの影響を強く受けたとし，

また「梁啓超が独から群への進化を強調したの

は，これも f天演論jを通じて得たスペンサー

の社会有機体説で、あったJ(同， p. 282) と指摘
している。

(36)梁啓超 f論学校十三 変法通議三之十三学

会Jrn寺務報j第十冊， 1896年11月5日。
(37)向上。

(38)梁啓超「論湖南応弁之事J1898年，梁啓超著

f飲ok室合集 1J中華:書局， 1989年， p.41所収。

「民智jの関かれた個人が[群jになり， r学会」
を構成する O このような政治的自覚に基づく有

機的集合体を構成する民衆が獲得すべき権利

(例えば参政権や自治権などの社会権)が「民権j

と想定されており，計tもが無条件に備わってい
る権利(天賦人権)は含まれないと思われる O

(39)同一!こO

(40)向J二， p.420 

(41)向上， p.47。なお[紳智jとは，郷市¥1など地
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EnHghtenment and Education in Modern China: 

Focusing on the discourse of“Broaden People's Knowledge" 
at the end of the Qing Dynasty 

Takanori UEDA 

At the end of the Qing Dynasty in China， faced with a fateful crisis of a natiOn under the inftuence of the 

major powers， many intellectuals proposed that China become aware of the necessity to enlighten its people and 

spread Western modern scient泊cknowledge as well as establish a school system and implement both social 

and common education.“Broaden people's knowledge" was an expression frequently used at the time. 

In this paper， 1 consider what the expression meant in the discourse of “Broaden people's knowledge" and 

based on the context of the period， analyze it in terms of what methods were adopted to“broaden" what kind of 

“knowledge" for which “people" specifically. 

The idea of“Broaden People's Knowledge" was based on Thomas Henry Huxley's "Evolution and Ethics" 

which was translated by Yan Fu and it was greatly inftuenced by Social Darwinism. And， what drew the 

attention of China， where the modern school had not yet spread， as a key to broaden“knowledge" was the 

notion of common education which was transmitted from ]apan. 
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